
新
日
本
婦
人
の
会
の
請
願

国
へ
の
意
見
書
は
採
択

12
月
21
日
、
市
議
会
最
終
日
、

新
日
本
婦
人
の
会
か
ら
出
さ
れ
て

い
た
「
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
を
求
め
る
請
願
」
の
う

ち
、
国
へ
の
意
見
書
の
み
を
採
択

し
ま
し
た
。

12
月
14
日
に
開
か
れ
た
文
教
福

祉
委
員
会
で
、
八
木
一
議
員
（
平

成
会
）
が
請
願
項
目
ご
と
の
採
決

を
提
案
、
「
子
ど
も
の
医
療
費
は
、

通
院
を
中
学
卒
業
ま
で
完
全
無
料

化
す
る
こ
と
」
を
市
へ
求
め
る
項

目
は
不
採
択
に
、
「
国
へ
の
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
」
は
採
択
と

な
り
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
本
会

議
で
決
ま
り
ま
し
た
。

地
域
間
競
争
を
助
長
す
る
？

本
会
議
の
討
論
で
共
産
党
の
下

村
一
郎
議
員
は
「
子
ど
も
の
医
療

費
に
つ
い
て
『
無
料
化
競
争
』
と

い
う
人
が
い
る
が
、
競
争
だ
と
い

う
方
々
の
政
治
感
覚
が
問
わ
れ
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
、

少
子
化
対
策
で
あ
り
、
愛
西
市
で

は
人
口
が
減
っ
て
お
り
、
景
気
低

迷
に
よ
っ
て
、
厳
し
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
子
育
て
世
帯

の
応
援
対
策
で
あ
る
。
財
源
も
基

金
残
高
か
ら
み
れ
ば
十
分
あ
る
」

と
請
願
全
体
へ
の
賛
成
を
求
め
ま

し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
竹
村
仁
司
議

員
（
公
明
党
あ
い
さ
い
）
が
「
近

隣
市
町
で
実
施
し
て
い
る
、
本
市

よ
り
財
政
力
の
少
な
い
地
域
で
も

実
施
し
て
い
る
な
ど
の
例
を
挙
げ

て
要
求
す
る
の
は
、
地
域
間
競
争

を
助
長
す
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
い

て
は
財
政
を
圧
迫
す
る
」
と
市
に

実
施
を
求
め
る
項
目
に
反
対
し
ま

し
た
。

現
在
市
は
、
来
年
４
月
か
ら
実

施
の
65
才
以
上
の
介
護
保
険
料
な

ど
を
決
め
る
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

市
・
県
の
基
金
を
取
り
崩
し

保
険
料
を
押
さ
え
よ

下
村
一
郎
議
員

厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、
来

年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
月
１
千

円
上
が
り
５
千
円
台
に
な
る
と
し

て
い
る
。
年
間
６
万
円
の
保
険
料

に
な
る
と
国
民
年
金
の
最
高
月
額
。

こ
れ
で
は
払
え
な
い
。

市
の
介
護
保
険
の
貯
金
を
使
う

こ
と
や
県
に
積
ん
で
あ
る
基
金
を

崩
す
な
ど
し
て
値
上
げ
を
抑
え
よ
。

福
祉
部
長

極
力
値
上
げ
を
抑
え
た
い
。

低
所
得
者
に
高
す
ぎ
る

保
険
料
の
軽
減
を

下
村
一
郎

愛
西
市
の
介
護
保
険
料
は
低
所

得
者
に
重
い
。
第
１
段
階
の
保
険

料
は
刈
谷
市
４
千
４
４
０
円
、
愛

西
市
は
２
万
３
千
１
０
０
円
。
大

き
な
差
だ
。
愛
西
市
は
低
所
得
者

が
高
す
ぎ
る
。
引
き
下
げ
る
べ
き
。

現
在
の
保
険
料
を
見
る
と
、
収

入
基
準
が
５
段
階
以
下
は
収
入
で

計
算
し
、
６
段
階
以
上
は
所
得
で

計
算
さ
れ
て
い
る
。
低
所
得
者
ほ

ど
収
入
基
準
が
高
い
。
改
善
せ
よ
。

一
方
、
１
千
万
円
以
上
所
得
の

あ
る
人
が
42
名
い
る
が
、
保
険
料

は
８
万
８
０
０
円
で
頭
打
ち
。
所

得
の
高
い
人
に
は
そ
れ
な
り
の
保

険
料
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

方
向
と
し
て
は
下
村
議
員
と
一

緒
な
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。
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中
学
３
年
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
求
め
る
請
願

市
へ
実
施
を
求
め
る
項
目
は
不
採
択
に

来
年
の
介
護
保
険
料
月
５
千
円
？

「
値
上
げ
抑
え
よ
」
下
村
議
員
が
提
案

2012年

今年もよろしくお願いいたします

永
井
千
年
議
員
が
逝
去

12
月
24
日
、
永
井
千
年
市
議
が
急
性
肝
炎
で
逝
去
し
ま
し
た
。

市
民
の
く
ら
し
・
福
祉
の
充
実
、
住
民
こ
そ
主
人
公
の
政
治
を
求
め
、

平
和
で
住
み
良
い
愛
西
市
を
つ
く
る
た
め
日
本
共
産
党
愛
西
市
議
団
長

と
し
て
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
長
年
活
動
し
て
き
た
永
井
さ
ん
の
逝
去

は
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

永
井
さ
ん
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
市
民
の
立
場
に
立
ち
切
っ
て
、

困
っ
て
い
る
市
民
に
は
、
粘
り
強
く
親
切
に
援
助
す
る
や
さ
し
い
人
で

し
た
。
ま
た
、
不
正
や
腐
敗
を
許
さ
ず
活
動
し
て
き
た
優
れ
た
日
本
共

産
党
の
議
員
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
永
井
さ
ん
の
活
動
に
学
び
、
志
を
引
き
継
い
で
が
ん
ば
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
12
月
26
日

日
本
共
産
党
愛
西
市
委
員
会
・
日
本
共
産
党
愛
西
市
議
団

〈故
永
井
千
年
さ
ん
の
略
歴
〉

◇
１
９
４
８
年

一
宮
市
に
生
ま
れ
る
。
（63
歳
）

◇
一
宮
高
校
。
愛
知
大
学
を
卒
業
。
23
年
間
民
主
商
工
会
に
勤
務
。

◇
１
９
６
８
年

日
本
共
産
党
に
入
党
。

◇
１
９
９
５
年

立
田
村
議
会
議
員
に
当
選
。
初
子
議
員
と
夫
婦
で
活
動
。

◇
２
０
０
５
年

合
併
で
愛
西
市
議
会
議
員
に
な
り
３
期
目
。

◇
98
～
03
年

早
尾
町
の
産
廃
焼
却
施
設
建
設
差
し
止
め
裁
判
の
事
務
局
と

し
て
、
建
設
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
。

◇
08
年

海
部
南
部
水
道
談
合
裁
判
事
務
局
長
。

日本共産党愛西市議団

真野和久 加藤敏彦 下村一郎

日本共産党愛西市委員会

ご
意
見
・

ご
相
談
ご
と
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

区 分 収 入 保険料

第１段階 生活保護など 23,100円

第２段階 年金80万円以下 23,100円

第３段階 所得ゼロ 30,000円

第４段階 家族に市税納者 39,200円

第５段階 家族に市税納者 46,200円

第６段階 所得125万円以下 55,400円

第７段階 125万～200万円 57,700円

第８段階 200～500万円 69,300円

第９段階 500万円以上 80,800円

現在の介護保険料年額（一部抜粋）

＊上表は市の介護保険料を下村一郎

が抜粋。詳しくは市、議員にお問い合わ

せを。



17
件
の
持
ち
主
と

民
間
避
難
所
で
相
談

加
藤
敏
彦
議
員

民
間
の
避
難
所
確
保
に
つ
い
て
、

17
件
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
と
の
答

弁
だ
が
、
地
域
的
に
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

佐
屋
９
件
、
立
田
５
件
、
八
開

１
件
、
佐
織
２
件
。
支
援
協
定
を

結
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
公
表
し
た
い
。

防
災
無
線
整
備
は

平
成
25
年
度
に
整
備

加
藤
敏
彦

防
災
無
線
に
つ
い
て
、
電
波
調

査
の
結
果
と
市
の
整
備
方
針
は
。

佐
織
地
区
の
防
災
無
線
は
、
い

つ
ま
で
使
用
で
き
る
か
。

総
務
部
長

調
査
は
終
っ
た
が
、
結
果
は
届

い
て
い
な
い
。

平
成
24
年
度
に
詳
細
設
計
。
平

成
25
年
度
に
整
備
に
む
け
て
取
り

組
む
。
柱
は
１
３
０
本
前
後
必
要
。

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
４

市
２
町
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ

Ｍ
が
協
議
さ
れ
て
い
る
。

佐
織
地
区
の
戸
別
受
信
機
は
、

変
換
機
が
必
要
だ
が
、
切
り
替
え

に
大
き
な
空
白
は
生
じ
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
を
導
入

し
た
と
し
て
も
空
白
な
く
切
替
が

で
き
る
。
支
障
は
で
な
い
。

聴
覚
障
害
者
の

防
災
メ
ー
ル
は
？

加
藤
敏
彦

防
災
メ
ー
ル
は
、
聴
覚
障
害
者

に
有
効
で
あ
る
と
思
う
が
、
登
録

状
況
や
普
及
は
。

総
務
部
長

防
災
メ
ー
ル
は
ス
タ
ー
ト
が
１

千
６
７
１
件
で
あ
っ
た
が
、
震
災

後
３
千
３
５
５
件
に
増
え
た
。

福
祉
部
長

聴
覚
障
害
者
で
手
帳
所
持
は
１

６
０
名
ほ
ど
い
る
。
若
い
人
は
ず

い
ぶ
ん
登
録
し
て
い
る
。

加
藤
敏
彦

佐
倉
市
の
視
察
で
「
防
災
井
戸
」

が
大
変
役
に
立
っ
た
と
聞
い
た
。

愛
西
市
で
も
整
備
を
。

総
務
部
長

避
難
所
に
防
災
井
戸
を
掘
る
考

え
は
な
い
。
県
水
の
供
給
、
佐
織

の
給
水
も
あ
る
。
民
間
の
災
害
用

井
戸
は
58
件
あ
る
が
、
市
で
追
跡

調
査
は
し
て
い
な
い
。

勝
幡
駅
前
広
場
整
備

踏
切
工
事

１
月
９
日
開
始

加
藤
敏
彦

踏
切
拡
幅
工
事
と
来
年
度
以
降

の
事
業
計
画
は
。

経
済
建
設
部
長

踏
切
の
本
格
的
工
事
は
、
平
成

24
年
１
月
９
日
か
ら
３
月
12
日
の

予
定
で
あ
る
。

平
成
24
年
度
は
北
側
の
駅
前
整

備
、
地
下
道
横
断
の
延
伸
を
完
了

し
た
い
。
平
成
25
年
度
は
、
南
側

の
交
通
広
場
と
自
動
改
札
口
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。

加
藤
敏
彦

自
転
車
置
き
場
に
太
陽
光
発
電

が
で
き
る
屋
根
の
設
置
や
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
器
具
の
使
用
を
。

ま
た
、
置
き
場
に
番
号
や
記
号

を
つ
け
て
わ
か
り
や
す
く
し
て
は
。

経
済
建
設
部
長

青
空
駐
輪
場
を
予
定
し
て
い
る

の
で
屋
根
の
計
画
は
な
い
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
は
で
き
る
か
ぎ
り
使
用
し

た
い
。

都
市
計
画
課
長

自
転
車
置
き
場
に
番
号
や
記
号

を
つ
け
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

真
野
和
久
議
員

兄
弟
で
通
わ
せ
た
い
の
で
、
ぜ

ひ
４
年
生
以
上
も
受
け
入
れ
て
ほ

し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。

各
小
学
校
で
４
年
生
以
上
の
利

用
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

４
年
生
以
降
へ
の
拡
大
を
。

福
祉
部
長

現
時
点
で
調
査
を
実
施
す
る
予

定
は
な
い
。
児
童
館
も
活
用
し
て

も
ら
え
れ
ば
。
民
間
の
ク
ラ
ブ
で

は
現
在
３
名
受
け
入
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
15
万
円

低
所
得
者
に
援
助
な
し

下
村
一
郎
議
員

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
に
は
月

15
万
円
前
後
か
か
る
と
の
こ
と
だ
。

特
養
に
は
、
低
所
得
者
の
助
成
制

度
が
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
は
な
い
。
市
の
援
助
制
度
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。

福
祉
部
長

難
し
い
。

特
養
待
機
者
が
１
３
３
人

施
設
を
増
や
し
解
消
を

下
村
一
郎

県
の
調
査
で
、
愛
西
市
の
特
別

養
護
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
、
１
３

３
人
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
小

さ
な
特
養
を
建
設
す
る
な
ど
施
設

を
増
や
す
べ
き
だ
。

福
祉
部
長

特
養
ホ
ー
ム
が
津
島
・
海
部
圏

域
で
88
人
定
員
が
増
え
る
ほ
か
、

老
人
保
健
施
設
で
39
床
増
え
る
予

定
。
八
開
地
区
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
来
年
３
月
に
18
床
完
成
す
る
。

真
野
和
久

愛
西
市
以
外
で
、
６
年
生
ま
で

受
け
入
れ
て
い
る
所
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
高
学
年
の
子
は
低
学
年
の

子
た
ち
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

役
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

公
設
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

民
間
へ
６
年
生
ま
で
の
預
か
り
に

対
す
る
支
援
を
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

福
祉
部
長

６
年
生
ま
で
と
な
る
と
、
別
の

手
だ
て
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
の
動
向
も
見
き
わ
め
な
が

ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
は
思
っ
て
い
る
。

佐
屋
駅
前
の
改
善

「
名
鉄
と
協
議
」

真
野
和
久
議
員

名
鉄
佐
屋
駅
の
有
料
駐
車
場
が

無
人
化
さ
れ
、
「
迎
え
の
車
が
車

の
下
に
く
る
バ
ー
を
避
け
る
よ
う

に
止
ま
る
た
め
、
車
が
ス
ム
ー
ズ

に
流
れ
ず
、
危
な
い
」
と
い
う
声

が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
名
鉄

と
話
し
合
い
改
善
を
。

佐
屋
駅
は
、
市
の
玄
関
で
あ
り
、

乗
降
が
便
利
に
な
る
よ
う
整
備
が

必
要
で
は
。

経
済
建
設
部
長

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に

も
名
鉄
と
協
議
し
た
い
。

整
備
計
画
は
な
い
が
、
名
鉄
と

の
協
議
の
中
で
問
題
点
を
整
理
し
、

解
決
の
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

本
庁
一
極
集
中
で
な
く

支
所
を
拠
点
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

真
野
和
久

本
庁
舎
の
増
改
築
後
は
、
本
庁

で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
支

所
で
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
か
。

企
画
部
長

戸
籍
の
届
け
出
・
証
明
、
福
祉

関
係
の
各
種
申
請
・
市
税
の
納
付

な
ど
は
、
統
合
庁
舎
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
と
ほ
ぼ
同
等
。
相
談

業
務
は
、
本
課
と
の
連
絡
を
密
に

し
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

真
野
和
久

市
の
地
形
か
ら
も
、
地
域
の
災

害
対
策
拠
点
の
役
割
を
担
え
る
支

所
体
制
が
必
要
。
ま
た
、
各
地
区

の
特
性
や
事
情
に
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
地
域
の
市
民
の
力
を
活
用

し
て
行
う
こ
と
が
大
切
。

合
併
当
初
の
考
え
に
基
づ
き
、

地
域
振
興
課
の
再
設
置
な
ど
、
権

限
や
予
算
を
お
ろ
し
て
、
地
域
の

市
民
と
と
も
に
課
題
解
決
を
図
る

支
所
体
制
の
充
実
が
必
要
で
は
。

総
務
部
長

災
害
時
の
対
応
拠
点
は
、
災
害

対
策
本
部
長
の
指
揮
・
命
令
が
分

散
し
な
い
よ
う
本
庁
舎
で
行
う
。

各
地
域
の
状
況
・
特
性
に
違
い

が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

愛
西
市
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

た
め
に
も
本
課
集
約
が
必
要
と
、

統
合
庁
舎
増
築
に
踏
み
切
っ
た
。

本
課
で
各
地
域
の
事
情
を
掌
握

し
、
担
当
相
互
が
話
し
合
え
る
場

が
で
き
れ
ば
、
よ
り
公
平
に
近
い

真
に
合
併
し
た
愛
西
市
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
展
開
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
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真
野
和
久
議
員

学
童
ク
ラ
ブ

４
年
生
以
上
も
受
け
入
れ
を

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
か
ら

下
村
一
郎
議
員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を

加
藤
敏
彦
議
員

避
難
所
・防
災
無
線
・防
災
井
戸
の
対
応
は

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
支
援
に
対
し
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

野
田
内
閣
は
、
震
災
復
興
を
口
実
に
庶
民
増
税

を
ね
ら
う
一
方
で
大
企
業
減
税
を
企
ん
で
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
表
明
、
普
天
間
基
地
の
辺
野
古

移
設
強
行
、
消
費
税
増
税
な
ど
、
ア
メ
リ
カ･

財
界

「
使
い
走
り
」
内
閣
の
悪
政
と
正
面
か
ら
対
決
で

き
る
の
は
、
日
本
共
産
党
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

衆
院
比
例
代
表
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

衆
議
院
議
員

党
準
中
央
委
員

佐
々
木
憲
昭

か
わ
え
明
美


